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七
夕
が
近
づ
く
と
、
毎
年
、
学
区
の
方
が
「
今
年
も
笹
を
ど
う
ぞ
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
言
葉
に
甘
え
、
校
務
員
さ
ん
を
中
心
に
立
派
な
笹
を
何
本
も

切
り
出
し
、
あ
り
が
た
く
頂
い
て
い
ま
す
。
校
内
に
運
ば
れ
て
き
た
笹
は
、
青
々
と

し
て
、
と
て
も
涼
し
気
で
す
。
学
校
が
一
気
に
七
夕
モ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。 

さ
て
、
そ
の
笹
の
枝
に
結
ば
れ
る
短
冊
の
願
い
事
を
見
て
い
る
と
、
時
代
の
変
化

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、
昭
和
の
子
供
た
ち
の
願
い
事
と
い

え
ば
、「
逆
上
が
り
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」「
九
九
を
全
部
覚
え
た
い
」「
字
が
き
れ
い

に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
ど
こ
か
素
朴
で
、
努
力
の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま

し
た
。
中
に
は
「
お
母
さ
ん
に
叱
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
神
様
、

お
星
様
で
も
、
少
し
悩
み
そ
う
な
願
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、

七
夕
の
お
願
い
と
い
う
よ
り
、
ほ
ぼ
生
活
相
談
で
す
。 

一
方
、
令
和
の
竜
谷
っ
子
の
短
冊
を
見
て
み
る
と
、「
家
族
が
幸
せ
で
い
ら
れ
ま
す

よ
う
に
」「
家
族
旅
行
が
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
家
族
と
の
関
わ
り
や

一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
い
る
も
の
や
、「
サ
ッ
カ
ー
で
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
出
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」「IVE

（
韓
国
ア
イ
ド
ル
）
に
会
い
た
い
」
な
ど
、

世
界
を
広
く
捉
え
て
い
る
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、「
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

な
り
た
い
」「
自
分
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
も
ら
え
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
時
代
を
感

じ
る
夢
も
増
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
図
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
。 

と
は
い
え
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
短
冊
を
書
く

と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
表
情
で
す
。「
何
を
書
こ
う
か
な
」
と
、
短
冊
を
前
に
鉛
筆
を

握
り
し
め
て
願
い
事
を
考
え
る
姿
は
、
い
つ
見
て
も
胸
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
笹
の

枝
を
毎
年
の
よ
う
に
分
け
て
く
だ
さ
る
ご
厚
意
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

そ
っ
と
受
け
止
め
る
大
切
な
支
え
で
す
。 

竜
谷
っ
子
の
願
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
や
生
活
の
中
で
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て

い
く
こ
と
・
・
・
。
こ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。 

七夕交流会 ６年生に見守られ、心を込めて願いを書いた短冊を笹の枝に結ぶ１年生 
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 水泳学習が始まったとたん、あいにく

の雨。気温や水温が十分でなく、実施で

きない日が続きました。夏休み直前に

なって急に暑くなり、竜谷っ子たちは、

のびのびと水泳学習に取り組んでいま

す。見学にいらした保護者の方に、「先

生たち、教えるのが上手ですね」と言っ

ていただき、ありがたい限りです。泳力

とともに、大切な自分の命を守る水泳

学習に、精一杯取り組みます。 

 漫才、紙飛行機、器械運動、バトン、なわとび、ピアノ、ダ

ンス、ホッピング、ペットボトルフリップ、ブレイキン・・・。

様々な特技を全校児童の前で披露する「R-1グランプリ」の第

２回大会が開催されました。会場は笑顔でいっぱい。温かな拍

手でいっぱい。何よりも、自分から「エントリーしよう」とい

う意気込みでオーディションにチャレンジしてくれた竜谷っ

子が大勢いてくれたことが素晴らしかったです。 

 後期には第３回の開催が予定されています。特別な技でなく

ても大丈夫です。自分が熱中していること、自分が大切にして

いることを、自信をもって披露できるよう、ぜひ、次のオーデ

ィションまでに、じっくり準備しておいてくださいね。 

たくさんの竜谷っ子のチャレンジを待っています！ 

 音楽部による「四つ葉コンサート」。限

られた練習時間を上手に使って、笑顔あ

ふれる可愛らしい演奏やダンスを披露

してくれました。部活動参観、敬老会、

ハーモニーと、音楽部の出番が続きま

す。音楽を通して豊かな心を育みます。 

中庭の丸池のお話です。長い年月、水の入れ替えがなかっ

たとのことで、かなり汚れがたまっていました。せっかくの

設備。何とか観察池にリニューアルできないものか・・と思

っていました。そんな折、理科支援員の先生が来てくださっ

たことをきっかけに、校務員さん、校務支援員さんのお力を

借りて、堆積した汚れを手作業ですくい出しつつ、ポンプを

使って池の水を全て抜いてみました。中にいた金魚、ドジョ

ウ、そしてカワバタモロコも、無事に救出できました。 

 入れ替えた綺麗な水に、オオカナダモ、ホテイアオイを入

れ、環境を整えました。最後に、これまた学区の方に分けて

いただいたメダカたちを、１年生がやさしく放流しました。 

 鳥よけのテグスを張っていただいたことで、２週間たっ

た今、魚たちは元気に池の中を泳ぎ回っています。 

 ぜひ担任の先生と一緒に中庭の丸池を訪れてみてくださ

い。そして、魚や植物を優しい目で観察してみてください。 

１年生が小さな手で、小さなメダカたちをやさしく放流してくれました 

子育て支援センター所長さんを講師に迎えて 

披露する竜谷っ子も、応援する竜谷っ子も、職員も・・みんな笑顔でした 

水の中って気持ちいい！ のびのび学びます 

音楽部に合わせ、皆で一緒に口ずさみました 


